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(57)【要約】
【課題】タッチパネル付き表示装置に表示されている超
音波断層画像の表示内容をドラッグ操作により変更する
場合に、超音波断層画像の表示部分に指紋や傷が付いて
汚れることを防止する。
【解決手段】アイコン表示・ドラッグエリアＡ２２１に
機能がアサインされていなく、何も表示されていない状
態で、タッチパッドアビトレーション可能アイコンＡ２
１においてＤｏｐアイコン１０５がタッチされると、タ
ッチされたＤｏｐアイコン１０５と同じ画像、及びドラ
ッグ操作ガイドとして指画像をアイコン表示・ドラッグ
エリアＡ２２１に表示する。次いでアイコン表示・ドラ
ッグエリアＡ２２１が指Ｆでドラッグされると、装置側
では、ドラッグ方向に応じて超音波画像領域Ａ１の表示
画像Ｐのドップラ・サンプリングゲートＧの位置を移動
させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置の表示画面の第１の表示領域に超音波画像を表示するとともに、前記第１の表
示領域に表示されているマウスカーソルの移動及び超音波画像の表示内容を変更するため
の操作画面を、前記表示画面内にあって前記第１の表示領域とは独立したタッチパネル付
きの第２の表示領域に表示する超音波診断装置であって、
　前記第２の表示領域に表示される操作画面は、前記第１の表示領域に表示されている超
音波画像の表示内容変更を指示するためのアイコンと、その変更方向をドラッグ操作で変
更するためのドラッグエリアを表示するとともに、前記アイコンがタッチされた場合にそ
のアイコンを前記ドラッグエリアに表示して前記ドラッグエリア上をドラッグされた場合
に、前記第１の表示領域に表示されている超音波画像を前記アイコンの変更内容指示及び
前記ドラッグエリアのドラッグ方向に応じて変更する表示制御手段を、
　有する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記ドラッグエリアにアイコンを表示する際に、ドラッグ操作ガ
イドとして指画像を前記アイコンと共に表示することを特徴とする請求項１に記載の超音
波診断装置。
【請求項３】
  前記第１の表示領域にタッチした場合、前記表示画面に警告メッセージを表示するか、
又は前記第２の表示領域が点滅又は輝度変更を行い、操作者に警告することを特徴とする
請求項１又は請求項２記載の超音波診断装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル付き表示装置に表示されているマウスカーソルの移動及び超音
波断層画像の表示内容をドラッグ操作により変更可能な超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  タッチパネルがなく、トラックボールを有する超音波診断装置の従来技術としては通常
のパーソナルコンピュータと同様に、トラックボールにてマウスカーソルの移動を行い、
画面上のボタンの押下などを行っていた。その際、トラックボールがアサインされている
機能を操作者に示すため、図１のＡ２１のようにアサイン可能なアイコンを並べて、アク
ティブ色をつけるなどして明示している。
　タッチパネル付き表示装置を有する超音波診断装置の従来技術としては、下記の特許文
献１に記載されている。図４は、タッチパネル付き表示装置に表示されている超音波断層
画像の表示内容をドラッグ操作により変更する従来の表示技術を示し、表示画面は、超音
波画像Ｐが表示される超音波画像領域Ａ１と、超音波画像Ｐの変更内容を選択するための
ボタン（図のGain、Depth、Color、Dop、M）が表示される操作部品表示領域Ａ２に分割さ
れている。そして、オペレータが操作部品表示領域Ａ２に表示されている複数のボタンの
１つを選択的にタッチして所望の変更内容を選択した後、超音波画像領域Ａ１を指Ｆでタ
ッチしてドラッグすると、選択された変更内容及びドラッグ方向に応じて表示画像Ｐを変
化させる。
【特許文献１】特許第３７５２４４６号公報（段落００４２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、トラックボールの使えない状況又は、トラックボールが搭載されていな
い装置上において上記の従来技術では、表示画面の超音波画像領域Ａ１を指Ｆでタッチし
てドラッグするので、超音波画像領域Ａ１に指紋ＦＴや傷Ｄが付いて汚れ、このため、超
音波画像Ｐが見づらくなるという問題点がある。
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【０００４】
　本発明は上記従来技術の問題点に鑑み、タッチパネル付き表示装置に表示されている超
音波断層画像の表示内容をドラッグ操作により変更する場合に、超音波断層画像の表示部
分に指紋や傷が付いて汚れることを防止することができ、ひいては超音波断層画像を見や
すくすることができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記目的を達成するために、表示装置の表示画面の第１の表示領域に超音波画
像を表示するとともに、前記第１の表示領域に表示されているマウスカーソルの移動及び
超音波画像の表示内容を変更するための操作画面を、前記表示画面内にあって前記第１の
表示領域とは独立したタッチパネル付きの第２の表示領域に表示する超音波診断装置であ
って、
　前記第２の表示領域に表示される操作画面は、前記第１の表示領域に表示されている超
音波画像の表示内容変更を指示するためのアイコンと、その変更方向をドラッグ操作で変
更するためのドラッグエリアを表示するとともに、前記アイコンがタッチされた場合にそ
のアイコンを前記ドラッグエリアに表示して前記ドラッグエリア上をドラッグされた場合
に、前記第１の表示領域に表示されている超音波画像を前記アイコンの変更内容指示及び
前記ドラッグエリアのドラッグ方向に応じて変更する表示制御手段を、
　有する構成とした。
  また、前記表示制御手段は、前記ドラッグエリアにアイコンを表示する際に、ドラッグ
操作ガイドとして指画像を前記アイコンと共に表示する構成とした。
  また、本発明の超音波診断装置は、前記第１の表示領域にタッチした場合、前記表示画
面に警告メッセージを表示するか、又は前記第２の表示領域が点滅又は輝度変更を行い、
操作者に警告することを特徴とする構成とした。
【０００６】
　この構成により、超音波画像が表示されている第１の表示領域をドラッグしなくなるの
で、超音波断層画像の表示部分に指紋や傷が付いて汚れることを防止することができ、ひ
いては超音波断層画像を見やすくすることができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、タッチパネル付き表示装置に表示されている超音波断層画像の表示内
容をドラッグ操作により変更する場合に、超音波断層画像の表示部分に指紋や傷が付いて
汚れることを防止することができ、ひいては超音波断層画像を見やすくすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明に係る超音
波診断装置の一実施の形態の表示例を示す説明図である。図１に示す表示画面は、従来技
術と同様に超音波画像Ｐが表示される超音波画像領域Ａ１と、超音波画像Ｐの変更内容を
指示するための操作部品表示領域Ａ２に分割されているが、以下の点が従来技術と異なっ
ている。
【０００９】
　まず、本発明の第１の表示領域である超音波画像領域Ａ１は超音波画像Ｐが表示される
のみであり、本発明に係る画像変更のためにタッチしても超音波画像Ｐは変化しない。な
お、超音波画像領域Ａ１はタッチパネルなしでもよいが、他の用途のためにタッチパネル
付きでもよい。さらに、第２の表示領域である操作部品表示領域Ａ２はタッチパネル付き
であって、超音波画像Ｐの変更内容を選択するためのタッチパッドアビトレーション可能
アイコンＡ２１と、アイコン表示・ドラッグエリアＡ２２１及びＳＥＴボタンＡ２２２、
ＮＥＸＴボタンＡ２２３を有するタッチパッドエリアＡ２２が表示される。タッチパッド
アビトレーション可能アイコンＡ２１は、トラックボールの替わりとしてのマウスカーソ
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ルを移動するためのアイコン１００をはじめ、複数の画像変更内容を示す各アイコン１０
１、１０２、１０３、１０４、１０５により構成され、いずれか１つがタッチ操作により
選択されると、選択された変更内容のアイコンをタッチパッドエリアＡ２２のアイコン表
示・ドラッグエリアＡ２２１に表示する。このことにより、アイコン表示・ドラッグエリ
アＡ２２１の機能が現在、何にアサインされているかも明確にわかるようにし操作者への
視認性を高めている。そして、アイコン表示・ドラッグエリアＡ２２１がドラッグされる
と、装置側では、選択された変更内容の指示及びドラッグ方向に応じて超音波画像領域Ａ
１の表示画像Ｐを変化させる。このため、超音波画像領域Ａ１に指紋や傷が付いて汚れる
ことを防止することができ、ひいては超音波断層画像を見やすくすることができる。
【００１０】
　ここで、超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐを変更する内容の例を説明する。
（１）Ｆｏｖ（Field of View）：超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの一次元走査方向の
角度を変化させる。
（２）Ｐｏｓ（Position）：超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの一次元走査方向の位置を
変化させる。
（３）ＲＯＩ（Region of Interest） ：超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの二次元方向
の大きさや位置を変化させたり、カラー表示する。
（４）Ｄｏｐ：超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐのドップラ・サンプリングゲートの位置
を移動させる。
【００１１】
　図１に示すタッチパッドアビトレーション可能アイコンＡ２１について簡単に説明する
。アイコン１０１は超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの二次元方向の大きさ（ＲＯＩ siz
e）を変更するＲＯＩ sizeアイコンであり、アイコン１０２は超音波画像領域Ａ１の表示
画像Ｐの二次元方向の位置（ＲＯＩ position）を変更するＲＯＩ posアイコンである。
また、アイコン１０３は超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの一次元走査方向の位置を変更
するＰＯＳアイコンであり、アイコン１０４は超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐの一次元
走査方向の角度を変更するＦｏｖアイコンである。また、アイコン１０５は超音波画像領
域Ａ１の表示画像Ｐのドップラ・サンプリングゲートを変化させるＤｏｐアイコンである
。
【００１２】
　図２は、上記の（４）における超音波画像領域Ａ１の表示画像Ｐのドップラ・サンプリ
ングゲートＧの位置を移動させる場合の動作を示す。まず、図２（ａ）に示すようにアイ
コン表示・ドラッグエリアＡ２２１に機能がアサインされていなく、何も表示されていな
い状態で、タッチパッドアビトレーション可能アイコンＡ２１においてＤｏｐアイコン１
０５がタッチされると、図２（ｂ）に示すように、タッチされたＤｏｐアイコン１０５と
同じ画像、及びドラッグ操作ガイドとして指画像をアイコン表示・ドラッグエリアＡ２２
１に表示する。次いで、図２（ｃ）（ｄ）に示すように、アイコン表示・ドラッグエリア
Ａ２２１が指Ｆでドラッグされると、装置側では、ドラッグ方向に応じて超音波画像領域
Ａ１の表示画像Ｐのドップラ・サンプリングゲートＧの位置を移動させる。
【００１３】
　図３は上記の表示制御を実行する超音波診断装置の構成を示すブロック図である。まず
、タッチパネル付き表示装置は表示装置４とタッチパネル５により構成される。超音波送
受信部２は超音波探触子１の超音波送信とその反射信号の受信を制御し、信号処理部３は
、受信した反射信号を処理して、図１、図２に示すように超音波画像Ｐを表示装置４の超
音波画像領域Ａ１に表示するとともに、各種の操作ボタンを操作部品表示領域Ａ２に表示
するための表示制御を実行する。制御部１０は入力情報制御部１１と、機能割当て制御部
１２と画面表示制御部１３を有する。入力情報制御部１１はタッチパネル５及び操作パネ
ル６によるユーザ操作の情報（イベント）を受信してその処理を行う。機能割当て制御部
１２は特に、タッチパッドエリアＡ２２にどの機能を割り当てるかを判断し、画面表示制
御部１３は特に、タッチパッドエリアＡ２２のアイコン表示・ドラッグエリアＡ２２１に
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表示するアイコンを切り替える表示制御を実行する。また、制御部１０はアイコン表示・
ドラッグエリアＡ２２１のドラッグ方向に応じて表示装置４の超音波画像領域Ａ１の画像
を変化させるための制御を実行する。
　なお、操作者が誤って超音波画像領域Ａ１にタッチすることも想定すると、もし、超音
波画像領域Ａ１にタッチした場合、表示画面に「超音波画像領域Ａ１にタッチしてはいけ
ない。操作は操作部品表示領域Ａ２で行うこと。」等の警告メッセージを表示するか、又
は操作部品表示領域Ａ２が点滅又は輝度変更を行い、操作者に警告し、注意を促すように
することで、さらに、超音波断層画像の表示部分に指紋や傷が付いて汚れることを防止す
ることができ、ひいては超音波断層画像を見やすくすることができる。さらに、捜査開始
時、操作者の識別情報を入力するようにし、同一の操作者が所定期間に複数回誤って、超
音波画像領域Ａ１をタッチするような場合は、さらに、警告のレベル（点滅の頻度、輝度
変更の変化量）をあげることで、より注意を促すようにしてもよい。
【００１４】
　なお、上記実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路であるＬ
ＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部又はすべてを含
むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、Ｉ
Ｃ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。また、
集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路又は汎用プロセッサで実現して
もよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Programmable G
ate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフィギュラブ
ル・プロセッサーを利用してもよい。さらには、半導体技術の進歩又は派生する別技術に
よりＬＳＩに置き換わる集積回路化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブ
ロックの集積化を行ってもよい。例えば、バイオ技術の適用などが可能性としてあり得る
。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　本発明は、タッチパネル付き表示装置に表示されている超音波断層画像の表示内容をド
ラッグ操作により変更する場合に、超音波断層画像の表示部分に指紋や傷が付いて汚れる
ことを防止することができ、ひいては超音波断層画像を見やすくすることができるという
効果を有し、超音波診断装置などに利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の一実施の形態の表示例を示す説明図
【図２】本発明に係る超音波診断装置の一実施の形態の表示例の状態遷移を示す説明図
【図３】本発明に係る超音波診断装置の一実施の形態の構成を示すブロック図
【図４】従来の超音波診断装置の表示例を示す説明図
【符号の説明】
【００１７】
　１　超音波探触子
　２　超音波送受信部
　３　信号処理部
　４　表示装置
　５　タッチパネル
　６　操作パネル
　１０　制御部
　１１　入力情報制御部
　１２　機能割当て制御部
　１３　画面表示制御部
　Ａ１　超音波画像領域
　Ａ２　操作部品表示領域
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　Ａ２１　タッチパッドアビトレーション可能アイコン
　Ａ２２　タッチパッドエリア
　Ａ２２１　アイコン表示・ドラッグエリア
　Ａ２２２　ＳＥＴボタン
　Ａ２２３　ＮＥＸＴボタン
　Ｐ　超音波画像

【図１】 【図２】
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【図４】
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